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 面積：128万km2
 森林被覆率：58%
 天然林（99％）；人工林（1.2%）
 森林所有権：公的;共同体;プラ

イベート
 製材所（約250） 合板工場（14）

ベニヤ工場（6）

 地方分権化の促進と州政府の
役割

 自由貿易協定（FTA）の促進

 アマゾン地域：貧困問題、投資
促進・開発政策、保全政策

１．ペルー概要

SERFOR提供資料

図１ 森林と森林コンセッションの分布（2016年）

1.1 ペルー基礎データ
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1.2 木材生産と流通情報

製品 生産量 輸入量
国内消費

量
輸出量

丸太 1,564 1 1,562 3

製材 690 122 437 374

ベニヤ 8 0 6 3

合板 88 49 116 20

中国
37%

メキシコ
20%

米国
17%

ドミニカ

共和国
6%

その他
20%

出展：European Timber Trade Federation（2017） 出展：FSC（2017）に基づく

表1 木材製品別の生産・輸入・国内消費・輸出量

（1000m3）

図2 木材製品輸出先（金額ベース）

（2016年）

(1000m3)
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現地名 属名

Cumala Virola spp, Iryanthera sp

Tornillo Cederelinga catenaeformis

Shihuahuaco Coumarouna odororate

Lupuna Chorisia integrifolia

Cachimbo Cariniana domesticata

Copaiba Copaifere reticulata

Zapote Matisia spp

Pachaco Parkia velutina

Monenas Aniba spp

Huayruro Ormosia sunkei

Caraña Protium carana, Trattinickia perviana

Congona

Missa Cuaratari guianensis

Cedro Cedrela odorata

Panguana Brosimum utile

Roble

1.3 主要な製材樹種

参照：ペルー農業・灌漑省（2016）「森林統計2015」

図3 樹種別の製材生産量（2016年）
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2. 木材の合法性に関わる法令・制度

法令・規則 内容

森林・野生動物法と関連規則 (Ley Forestal y de Fauna Silvestre) 林業全般、伐採権、輸送、手数料

収入税法（Ley de Impuesto a la Renta）: 税金全般

労働における安全・衛生法（Ley de Seguridad y Salud en el Trabajo） 及び関連規則 労働の安全・衛星基準、労働者の権利

労働の生産性と競争力に関する法（Ley de Productividad y Competividad Laboral） 雇用全般

労働日数に関する法（Ley de Jornada de Trabajo） 労働日数

最低賃金に関する法令No.005‐2016‐TR  賃金

遠隔地に住む先住民族グループや未接触先住民族グループの保護に関する法 先住民族の保護

FPIC法 と規則
FPICの権利を行使するためのルールとプ
ロセス

環境基本法（Ley General del Ambiente） 及び関連法令 保護地域の利用、許可

税関法（Ley General de Aduanas） 税関の役割と輸出手続

文化遺産保護法（Ley General del Patrimonio Cultural de la Nación） 文化的製品保護と取引を規定

2.1 法令・規則
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SERFOR

• 森林行政全般
（政策策定）

• 2014年に農業・
灌漑省の外局と
して設立

州政府

• 州政府に機能が
移転（9州）

• 森林コンセッショ
ン・伐採の認可

• 製材所設立の
許可

OSINFOR

• 森林資源利用
の合法性検証

• 森林管理（検証
結果）データ
ベース

• 2008年に大統領
府の機関として
設立

税関（SUNAT）

• 木材・野生動物
産物の輸出を監
督

• アマゾナス・オペ
レーション

2.2 関連政府機関
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2.3 森林資源へのアクセスと伐採権

伐採許可タイプ 内容

森林伐採コンセッション
 公有地の１次・２次林で区画された生産林

 州政府が公共入札を通じて発行

共同体に対する伐採許可
 共同体（先住民族・地域コミュニティ）が所有する森林

 州政府が許可

私有地の森林伐採許可
 私有地における森林（1次・２次林）の伐採許可

 州政府が発行

ローカル・フォレスト管理契約
 地域住民が近隣の森林資源を利用できるよう公有地に設定された森林

 郡政府が州政府に申請

木材用プランテーション
 １次林・２次林のない場所
 州政府が公共入札を通じて発行

土地利用変化
公有地・私有地
 SERFOR, 環境省、州・郡政府による承認

（森林・野生動物法と関連規則 Ley Nº 29763)
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2.4 伐採プロセス（森林・野生動物法と関連規則 Ley Nº 29763)

①森林管理基本計画→
オペレーション計画

② 個体番号 ③伐採前：樹木の確認

④伐採 ⑤個体番号（切り株） ⑥個体番号（伐倒木の元口）
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2.5 生産から貿易までのプロセス

輸出

伐採 製材所（1次加工） 2次加工

丸太 板・角材 木材商品（2次加工）

輸送状

丸太リスト

輸送状

パッケージ
リスト

請求書／
領収書

森林管理基
本計画

オペレーショ
ン計画

• 税関申告書
• パッケージリスト
• 検疫証明書
• 原産国証明
• 請求書
• CITES許可証

オペレーション
ブック

（森林・野生動物法と関連規則 、税関法と関連規則)
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3 合法木材に関するリスクと取り組み

輸出

伐採 製材所（1次加工） 2次加工

丸太 板・角材 木材商品（2次加工）

輸送状

丸太リスト

輸送状

パッケージリスト

オペレーション
計画

• 税関申告書
• パッケージリスト
• 検疫証明書
• 原産国証明
• 請求書
• CITES許可証等

インフォーマルな地方の林業セクター（労働条件等）

SUNATの限ら

れた権限と検
査内容

（非CITES樹種の場合）オペ

レーション計画は書類審査の
み

→存在しない木がインベント
リーに含まれる“Ghost trees”

→違法木材の合法化

• 州政府の限られた管理・
検査能力

違法木材

12

政府の取り組み：OSINFOR SIGO

• 環境と森林に関する法を遵守し、オペレーション計画通りに伐採されたかどうか現場
検証を実施

• 結果をウェブサイトで公開（OSINFOR SIGO) （http://www.osinfor.gob.pe/sigo/）
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赤リストに区分された森林伐採

• 許可がないのに伐採された樹木の本数・種類・伐採量の割合及び環境インパクトの4つが選択基準であり、現場
でのサンプリング調査に基づいて評価される（大統領規則：Resolución Presidencial N°031-2016-OSINFOR）

• タイトルホルダー名、コード、オペレーション管理番号、場所やその他詳細情報が公開される

14

政府の取り組み：アマゾナス・オペレーション（2014－2015年）

 SUNAT、OSINFOR（協力：公共省、世界税関機構、インターポール）
 SUNATが、輸出業者に対して特別に輸送状の提出を求めた
 その情報に基づき、OSINFORが該当する267のオペレーション計画

（10.3万ha相当）の現場検査を実施

結果
 オペレーション計画で示された（伐採許可された樹木）20,895本は実

際には存在しない（Ghost trees)：90％（ロレート州）、10％（ウカヤリ
州）。61%がローカル・フォレスト管理計画

 許可のない95,000本が伐採されたと推定（5千百万米ドル相当）
 2015年に伐採・搬送された60万m3の71％に相当する43.2万m3の木

材が違法に伐採された。
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 2国間貿易協定のもと、米国政府はペルー政府に対して木材の合法性
検証を要請することができる

 米国政府→ペルー政府：木材の合法性確認依頼（2016年）

ヤクカルパ号違法木材発問題

 積荷3.2万m3の80%(25,558.160 m3)が許可なく伐採された。

 輸送と輸出に必要な書類はそろっていた。

米国・ペルーの貿易促進に関する合意（US‐Peru Trade Promotion 
Agreement：PTPA）と違法木材の発覚
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認証材の動向

 ペルー政府方針
（森林･野生動物法関連規則第133条および第194条）

• 森林認証を受けていれば、森林の利用権に関する支払いを最大
35％割引する。

• 認証を5年以上続けることで追加的に20％の割引率が設定される。

 FSC認証：増加傾向にある
（2018年2月時点）
• CoC認証：40事業者
• 森林管理認証：11（805,830.79ha）: 生産林の4.5%に相当
• コントロールウッド：4 (149,154ha)
https://pe.fsc.org/es‐pe/nuestro‐impacto/datos‐y‐cifras
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４ まとめ

法制度で定められた輸出に必要な文書
• 税関申告書
• パッケージリスト
• 請求書
• 検疫証明書（国家農業安全局）
• 原産国証明（貿易・観光省）
• CITES樹種の場合：CITES輸出許可証

（SERFOR)
• 文化的価値のある木材製品：国家文化

財に関する証明書（文化省）

合法性に関するリスク対策オプション：
• 森林管理認証、CoC（Chain of Custody）認証
• 加工場、製材所の原料調達方針の確認（例 OSINFOR‐SIGOの活用）
• 製材所に輸送状の提示を求める

原産国証明（左）、検疫証明書（中）、CITES許可証（右）




